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薪しい年を 遮え で
=しなやかに、力強し息の長い活動を=

兼帯訴のピル衝を抜けると 大きな圃際競技場の向こうに、真っ白に雪仕姫した富士山が大きく見

えました。その裾に連なる山並みもすっかり白く冬景色です。樹兵にもすぐそこに山々が・・・ も

うずっとこんな景色，を見ていなカ勺たような気もしたのです1s、実は何年も通い続けた道なのです。

ゆとりのない生活の中で、失う視点もあるこ左を痛感しました

遠くまで大きく見渡す地味ポイントを絞って見つめる地域、活動のエり7....とこの“地域'

のなかで重度の障害者が伸てFのびと息づいて暮らしているというこ左が、胸に迫っていささか身の引

き締まる気分にもさせられた年の始めでした。

* * * 
さて、私たちが活動を始めた 17--8年ほEも前に比べれば、いろいろな福祉制度もできー蝉告な社

. -デ」司司

fた材主1について

今月号で IたわわJも30号です。

途中スタッフの交替ありましたが、 8月の

休み月を除いて、ずっと車臨海をすることがで

きているのは、嬉しし、こと?す。

多くの会員の皆さんから励ましの声を寄

せられていますので、 r30号を記念してJ

の頁を増やしました。載せ切れなかった方

は、今後の号で掲載させていただきます。

これを機会に会員の皆さんの活発なこ事加

を期待します!

会福祉は徐々によくなっていますが、重度の障

害者にとっては、まだまだ不充分で、そのこと

が私たちの活動の困難さでもあります。 私た

ち「ささえる会」は、今年も1.重度重複障害

者がともに暮らすグループホームの設立・運営

の支援白書2館目に取り組み) 2.情報の発信

温度障害者の生活や、支える会の活動を伝え

る、写真展や「たわわJの知子)3.学習会 4. 

活動のための資針切なEの活動を行いますが、

この活動を通じて、重し鴨轄者の地域生活の支

援をするとともに、昨Lにも住みよい担金を作

るために、互いに励まし合ってささやかな努力

をして行きたいと思います。そしてこの活動

をより力強く息の長いものとして受け継いで

E 行く人々を増やしていきましょう!



地域の支えあいに感謝!

サンヴァリエ日吉自治会

サンヴァリエ日吉ボランティア会会長

若木信子

いま私の家は85才の夫と 2人ぐらしです。夫は介護保険の「要介護1Jの認定を受けて下団地域

ケアプラザの「デイサービス」とショートステイすいらんの「ショートステイ」を利用しながら、在

宅介護を続けています。私も高齢ですので老々介護の厳しさを身をもって体験しています。昨年10

月には私が腰を傷め急に歩けなくなり救急車で関東労災病院に入院、 4目前国完したのですが、 11 

月に夫が家の中で、転び苅量骨骨折で救急車で、関東労災病院の整形に入lえ手術、リハビリと 12月末

まで大変な思いをしました。しかし、民生委員さんを始め地域の福相施設や、医療機関等の方々に支

えられ、老々介護の困難を無事にクリアでき、新年は自宅で迎えることができました。子ども達の奮

闘も加わり、あらためて、地域での福祉関係の方々のネットワークが素晴らしく、心からJ翻撤しま

した。

いま高齢者、障害者をめぐる状況はきびしく、殊に高齢者福祉関係では老人保健制度の見直しと、

国民健康保険の改正、いま厚生労働省が検討している「介護保険制度の見直し」による保険料の引き

上げなど、私ども年金生活者にとって負担がふえて大変です。安心してその地域に住みつづけられる

為に、これまで築いて来た下回の「支えあい」を強めて行きたいと思います。

新年に想うこと

日吉地区ボランティア連絡会会長

門脇 トモ子

お寒い日々が続いております。新年にあたり何制審唱をとの依頼を受けて色々と考えました。昨年

は国の経済的な面などで、あまり良い事が無かった一年だ、った様に思います。高齢、少子化時代が続

き老人は年々増加するばかりです。元気なお年寄りは趣味に活き、老人会等で充実した毎日を送って

おられますが、半面では刷要を痛め病院邑いの毎日を過ごしている方も増えて、私達は老人配食や通

院のための送迎等出来るだけのお手伝いをして参りました。

また障害を持った皆様は自分の出来る能力を精一柄舌かして充実した日々を持たれ、それに対して

私共はボランティアとして、出来る限りお手伝いしてきました。

「共生Jという言葉がありますが、この共生の気持は犬変大事な意味を持ちます。地域で共に生き

て行くために、一番基礎になる精神ではないでしょうか。私共ボランティアは、この共生の心を常に

尉 1ずに足りないところを補いながら今年も元気に過ごしたいと思います。

障害のある方達も自信を持って社会の様々な分野で持てる力を充分に発揮して頑張ってください。

皆様にとって良い一年で有ります様にお祈り致します。



。臨時M ・M ・...{3 0 号を記念して}.....・M ・-

日吉地区社会樹止協議会会長

。く〉エールを送ります 薄井芳夫

広轍氏「たわわ」毎回読ませて戴いてます。 30号になりましたこと、お目出とうと共にご苦労様を

申し上げます。読むことにより毎日の活動が目に浮かびます。障害をもっ皆さんのリハビリや訓練は

大変でしょう。かかわっている皆さんの日々の努力に感謝しています。

せわしさにかまけてお手伝いも出来ず心を痛めて居ります。皆様の益々のご健康を祈りつつエーノレ

を送ります。

。。 もうすぐ春が…

新吉田連合町内会会長

金子正雄

「たわわj発行のたびごとにお届けいただき皆さんの活動、健康状態などよく知ることができあり

がとうございます。

暖冬予想が、 12月上旬に降った珍しい雪に始まり、その後寒い冬に一変してしまいました。本年

は、インフノレエンザの流行予告どおり各地の学校から学級閉鎖の報告があるよう、注意と予防にIL'掛

けねばならないと思います。ホーム入居の皆さん、それに介護に当たられる方には大変なご苦労とお

察し致します。

もうすく、梅も咲き、春はやってきます。風邪を引かないよう皆で励まし合い頑張って符ちましょう。

。く> r民』の力を結集して・・・

(社福横浜市港北区社会輯止協者会事務局長

門倉晴義

新年あけましておめでとうございます。「ボランティア国際年」でスタートした21世諸己は、『共生

と連帯の断国とも言われています。

『社会樹止の基礎許喜造改革』がすすむ中、成立した柾会樹止法では閉鎖冨祉協議会は『地域樹止

の推進を図ることを目的とする団体』であること」が明確にされました。

制七区担会福許止協議会は、中田新市長がすすめる『民の力が存分に発揮さ

れる世会の実現」を目標に、正に「民」の力が結集した団体として、その機

能を活かし、地域福祉の推進に努力して行きたいと考えています。

ともに活動をすすめていきましょう!

M~ 
Øe~ 
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「たわわj の役割に期待

((iTAWAWAJの30号発行、おめでとうございます!)) 

フォーラム港北教育相談室

川口たまえ

私が支える会に入会したのは平成12年9月です。そのときに頂いたのが、 6月発行の創刊号でし

た。それ以来「たわわ」は、支える会の肉兄をとても分かりやすく伝えると共に、ボランティアさん

守合員の方から寄せられた心に響く文章に溢れていることから、毎号とても楽しみに読ませて頂いて

います。

支える会の、人にはやさしく、活動は着実で力強い在り方に心からの共感を覚え、私の障害者に対

する自立支援活動の手本とさせていただいています。

今、障害者を取り巻く杜錦リ度などが大きく変わっているなかで、これまで以上に情報や仲間が重

要になっています。「たわわ」の果たす宅搭リに期待をして、益々発行部第坊2増え活動の輪が広がること

を願っています。

。<>おげんきですか…? 阿部八重子

最庄の寒さは年のせいか骨身にしみます。寒いからと家にばかりとじこもれば心身ともに駄目にな

るばかりですし、無理のない様に動かす様にし刀法す。

健市も最i朋ムに反抗して困らせています。本当に健康に生きて行く事は難しい事です。

日 δわカミオ'd.0::>芦旨

小堀さんが編集をしている時障害者の思っていることを書いてと言われました。

私は、連載はむずかしし、かなと思いましたが毎月何か思うことがあって、とうとう

今まで終らずに続いて来ました。

だんだん自分のことを書きたくなって 「個人的な話になったなj と反省したりすることもあり

ます。でもとても いろいろなことを見たり 聞いたりするときも、「このことを書いて知らせよう

かな」と思うと、しっかり見るようになったと思います。

「めがねの声」がなければ、さらっと流していました。毎月書くのは、たし、へんだけど幸せなことだ

とも思し、ます。私も皆さんに読んでいただけるのが うれしし、です。

「このことを障害者だ、ったら どう思うのかな」と言うようなことがあれば教えて下さい。

私にわからなければ他の障害者のいけんを聞いてお知らせします。これから、この「めがねの声」

がそんな内容になっても 良いのでは、なし、かと思います。
一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」



一一一 一 一 今 月 の ょ っぱホーム-

三田俊介

僕は、プロの一流の役者を目指して、日々トレーニングしています。日本では、役者とタレントが

ごっちゃになっていて、タレントがドラマ、映画、歌を歌うとすぐ役者、歌手デ、ビューと騒がれます。

ニュースのテロや北朝鮮の事も全てアメリカ側のニュースしカ祈れていないような気がします。喧

嘩になる根本を詳しく 360。からみたf育報を流さない、今の日本で求められている物が低いから思

うのですが、全てが適当、偽りで本音が無いような気がします。

でも、ここには(ょっぱホーム)偽りが無く全て本音の様な気がします。初めてバイトに入った日

は、やさしい色というかニオイがしてきました。今思うとみんな心が開いているからそういう感じ方

が出来たのだと思います。心を開く事が難しい社会、心を開くという事の知らない人達、人を傷つけ

ないと安心出来ない人、他人の意思に流されてしまう人、きちんと自分が見える人、いろんな人がい

る中で、今、どれだけ心が豊かなのだろう。

少なくとも、ょっばホームには、それが満ちあふれでいるような気がします。

僕も見習い人聞として、備として一歩一歩本物になるように目を開いて鵠ていこうと思いま

す。

(今月は、昨年の8月よりバイトで来てもらっている三田俊介さんより府高を頂きました)

麟樹事 以跡吋一年を過ぎて
高畠慶子

グループホームへの入居、サンヴァリエでの連泊の積み重ねはあったものの、親元から両断しての生

活は正直不安がありました。本人も多少不安はあったと思いますが、それ以上に期するものがあった

ようです。新しい環境にも比樹句早く慣れ、楽しそうに報告する姿を見て安心しました。

活動ホームでのことグループホームでのこと等よく話していますが、職員、ボランティアの方々の

熱意とやさしさに支えられているのがよくわかりますユ活動ホームで日中の活動、その後のグループ

ホームでの生活どちらも充実しているようです。これからも多くの人達に支えられながら生きていく

ことと思います。よろしくお願い致します。私もグループホーム二番舘目にむけてできることをがん

ばって行きます。

福固定子

早いもので、ホームが始まって一年余りが過ぎてしまいました。次郎はホームでの暮らしが対子き

で私はとても嬉しく思っております。 支える会始め職員およて澗理ボラさん

やへノレーパーさん等のご支援のおかげと深く感謝し、たしております。今後共よ

ろしくお願いいたします。


